
 
 

令和６年度事業計画 

 

事 業 計 画 
  

市・町の健全な発展を図り、住民福祉の増進に資することを目的として、公益財団法人

石川県市町村振興協会定款第４条に定める次の事業を実施し、併せて協会の運営充実を

図る。従来以上に公益性を重視して、その活動を磨き高めたい。 

 

１ 会議の開催 
 

理事会 令和６年５月 令和５年度事業報告及び決算について 

令和６年２月 令和７年度事業計画及び予算について 

評議員会 令和６年６月 令和５年度事業報告及び決算について 

令和７年３月 令和７年度事業計画及び予算について 

 

２ 宝くじ収益金の受け入れと運用 
 

Ⅰ．サマージャンボ宝くじ（S54年度～） 
 

（１）収益金の受け入れ 
 
災害時における県下市町に対する緊急融資等の事業に備え、当該宝くじの

収益金を受け入れ、協会の財産として積み立てる。 
 

区 分 令和６年度予算 
令和５年度予算
(令和５年度実績) 

増減額 

収益金受け入れ額※   275,419千円 
 282,743千円 
 (294,573 千円) 

   △7,324千円 

内

訳 

全国協会納付金

（10％） 
   27,542千円 

  28,274千円 
   (29,457 千円） 

     △732千円 

石川県協会分 

（90％) 
  247,877千円 

 254,469千円 
 (265,116 千円) 

   △6,592千円 

※クイックワン宝くじ（市町村振興分）収益金を含む。 
 

（参考）石川県協会分の受け入れ累計額（S54～R５）約164 億円 

            → 令和５年度末 財産総額 約139億円 

 

   （２）収益金（積立金）の運用 
 

① 長期貸付による運用（約94億円） 
 

 県内市町を対象に、低利で資金の貸付を行い、運用益（償還利息）を   

得ているもの。 

【令和６年度運用益】 

令和５年度末 貸付残高（予定） 9,353,649千円 



上記貸付に対する償還利息    25,750千円  

 

【令和６年度貸付予定額】 

13.0億円（県協会資金5.0億円、全国協会資金8.0 億円） 

 

令和６年度末貸付残高―― 108.5億円（見込） 

 

② 基金（貸付金を除く財産）による運用（約46 億円）   
 

国債等の債券を購入し、運用益（利息）を得ているもの。 
 

【令和６年度運用益】 

令和５年度末 基金残高     4,577,673千円 

上記基金の利息額        13,815千円 

 

令和６年度末基金残高―― 40.0億円（見込） 

 

Ⅱ．ハロウィンジャンボ宝くじ（H13 年度～） 
 

当該宝くじ（クイックワン宝くじ（新市町村振興分）を含む）の収益金を当協

会が一括して受け入れ、県内全市町に配分する。 

（均等割 １／２、人口割 １／２） 
 

区 分 令和６年度予算 
令和５年度予算 
(令和５年度実績) 

増減額 

交付予定額  168,363千円 
 169,296千円 
 (152,708 千円) 

  △933千円 

※クイックワン宝くじ（新市町村振興分）収益金を含む。 

※ 市町別の配分予定額は、別紙【参考】参照 

 

３ 市町村職員研修助成事業（17,510 千円） 

(1) 石川県市町村職員研修所の運営費助成          ･･･12,290千円 

 (2) 市町村職員中央研修所等受講助成            ･･･ 1,900千円 

    うち、市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）   ･･･   640千円 

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）   1,260千円 

(3) 自治大学校研修受講助成                 ･･･ 1,800千円 

(4) 地方自治情報化推進フェア参加助成金           ･･･ 1,520千円 

※当該事業の財源には、「サマージャンボ宝くじ収益金（基金の取崩し）」を充当する。 

 

４ 市町村振興事業（54,890千円） 

(1) 市町村関係４団体に対する助成             ･･･ 10,000千円 

(2) 地域活性化センター会費                ･･･  2,100千円 

(3) 石川県消防防災ヘリコプター隊員の人件費助成      ･･･ 28,750千円 

(4) 軽自動車税申告書の受付等にかかる事務委託料      ･･･ 10,400千円 



 (5) 軽自動車検査情報取得費                ･･･  3,610千円 

(6)「市町村行財政資料」購入費               ･･･     90千円 

  ※当該事業のうち、「石川県消防防災ヘリコプター隊員の人件費助成」の財源は、「サ

マージャンボ宝くじ収益金（基金の取崩し）」を充当する。 

 

５ 市町村災害支援金の交付（80,000 千円）  ※ 関連歳入 40,000 千円あり（全国協会災害     

支援金） 

   令和６年能登半島地震の被災市町に対する（ 一財） 全国市町村振興協会からの災

害支援金を受領後、当協会から同額を上乗せし被災市町へ交付する。 

 

６ 広報宣伝事業（3,300千円） ※ 関連歳入 750千円あり（全国協会広報活動助成金） 

サマー及びハロウィンジャンボ宝くじの販促活動の実施  

市町広報宣伝用素材製作、電車中吊広告など 

 

７ 管理費（15,182千円）  ※ 関連歳入 540千円あり（石川県市長会受取負担金） 

人件費、賃借料など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】

交付対象額 円
（単位：千円）

市町名 人口割(1/2)分 合　計

金沢市 34,451 38,885

七尾市 3,740 8,174

小松市 7,899 12,333

輪島市 1,830 6,264

珠洲市 961 5,395

加賀市 4,701 9,135

羽咋市 1,517 5,951

かほく市 2,594 7,028

白山市 8,210 12,644

能美市 3,608 8,042

野々市市 4,256 8,690

小計 73,767 122,541

川北町 456 4,890

津幡町 2,748 7,182

内灘町 1,976 6,410

志賀町 1,385 5,819

宝達志水町 901 5,335

中能登町 1,230 5,664

穴水町 586 5,020

能登町 1,166 5,600

小計 10,448 45,920

合　　　計 84,215 168,461

  10,000 円は、翌年度に繰り越す

① 均等割

　　　（基本額）
　　　　　１市町当たり均等割額＝交付額×1/2÷19≒4,434千円

② 人口割

　　　　人口割額＝（交付額－均等割額）×各市町人口÷県内総人口

　　　　※人口は、令和３年11月30日公表
　　　　　　「令和２年国勢調査人口等基本集計」による。

15,687 4,434

140,534 35,472

1,132,526 84,246

12,121 4,434

16,540 4,434

7,890 4,434

36,957 4,434

26,574 4,434

18,630 4,434

57,238 4,434

991,992 48,774

6,135 4,434

34,889 4,434

110,408 4,434

48,523 4,434

12,929 4,434

63,220 4,434

20,407 4,434

50,300 4,434

106,216 4,434

24,608 4,434

令和5年度 ハロウィンジャンボ宝くじ収益金 配分額（予定）

168,471,000

人口（人） 均等割（1/2）分

463,254 4,434


